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都道府県 石川県

市町村 能登町

公開期日 定期・不定期

　できる。今の将棋の形態となる以前の、天保年間に考案されたものと考えられる。

　遊び方は、将棋に似た駒を使い「しりとり」のように駒を出していく。盤を囲む４人、向かいは味方、左右は敵である。

　駒の数は３２枚。王・飛・角・が各２枚、金・銀・桂･香が各４枚歩が１０枚で皆同じ大きさと形である。

　将棋より歩の数が８枚少なく、また将棋と異なって駒の裏面は無印となっており裏から見ても、表が何であるか分からないようになっている。

　駒は、丈夫で肉厚でもある真竹から作られた物が主流で、駒づくりは遊ぶ人の殆どが自ら制作した。

　手のひらには８枚の手駒。パチッといい音を響かせて打ち出す。

　自分が上がるか、味方を上げるか、奥深い駆け引きと読み合いである。

　　「ごいた」はもともと、大敷網漁を終えた余暇の時間を利用した、漁師の間で多く興じられた、夏場の漁番屋、網干し場など

　浜辺や日陰の風通しの良い場所に、茣蓙や莚を敷いて楽しむ短時間の娯楽である。

文化財の名称 伝承娯楽「ごいた」 指定の有無 町指定 指定年月日 平成20年1月15日

         定期の場合：　年6回開催　・　　　　　　　年ごと開催

保護団体等

　文化財の概要及び特色等

　　「ごいた」は能登町宇出津地区を中心に天保年間から伝承されている娯楽である。将棋が伝わった室町時代頃に出土例を見る事が

　　団体名　　能登ごいた保存会　　代表者氏名：　洲崎　一男

文　化　財　物　件

　昭和５２年以来、能登町宇出津公民館がこの伝統ある娯楽の保存と一般の青壮年層への普及を図ることを目的に、

　平成１３年度から「ごいた入門書」「ごいた番付表」を発行している。勧進元はごいた保存会である。

　年６回の大会が開催され、公認大会となっている。

　伝承状況等についての所見










